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± 0．06で あ る が ， 分娩後 5 時間 目 に は 著減 して

0．901±0．07 とな b， 以後 時間の 經過 と共に減 少

し，分娩後 24時問 目に O．32±O．01，48時間後0．29

±O． 1
，
72時間後 0 ．25±0．01とな り，殆 ど淌失 す

る に 到 る．

　　　　　　　　 Iv　考　 　按

　 以 上 の 實験 か ら， ．血清 中 Ch，G の量は ， 正 常妊

娠 10ヵ 月後孚期 で は 10．64ま0．54で あ っ た が，分

娩第 1 期 に 到 り急減 して 1．56±0，24 とな り， 發露

及 び胎兒娩出時 に は 最低値を示 して 1．56±0．16と

なる． こ れ は 正常分娩時の 」血清 中 の ACTH 量 と

全 く反對 の關係を示 し（第 1｝翻參照 ），Selye，H ．の

所説
＄）
及 び Brown

，
　Woodbury の AC ΦH と Go −

nadotropin とは拮抗關係 1こある と い う報告
1の

に も

全 く一致する もの で あ る ．

　其他分娩時 の 生鰹反應の 一端を示 す もの と して

血 清 β一Glucuronidaseu）及 び血 中 Pregnanedioli2）

（Manzey ） の時間的蠻動 が認 め られ ， 何れ も分娩

に際 して 著明 に 壇加 す る と い わ れ て い る ．

　 こ れ らは 分娩時の ACTH 活 性化 に俘 う副 腎
・
皮

質の 活 動に よ る 體内 Corticoid及 び Ketosteroid

代謝 の 上 昇 を示 す もの と考 え られ ，

Av
囘 の 實驗 と

一蓮 の 關係あ る もの と考え られ る ．

　衣 に
一旦 減少 した Ch．G が分娩後 1 時間か ら3

時間 に めた つ て 再び輕度に 上昇 し ，
2．42〜2．47 と

な り，
t5

時間目以後 は 再び 著減 して O．901±0．07

とな 彰，更 に それ以後 も急減 し，
72 時聞で は 僅か

0．25：ヒ0．01　とな る．
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　 こ の分娩後の 一
過性 Ch．G の 上 昇は全 例 に み と

め られた が， こ れ に は こ の 時期 に 於 け る 何等か の

生體 内機轉の關與 が想像 さ れ る が ， 目下 の と こ ろ

不明 で あ 「） ， 今後 の 解明 に まつ もの で あ る．

　　　　　　　　 v 　結　　び

　以上 著者 は 正常分娩經遇時 の 血 清中 Ch ．G 量を

時聞的 に 測定 し， 次 の結果 を えた ．

　1） 血 清中 Ch ．G は 分娩後 に 減 少す る の で は な

く， 分娩開始 と共 に急激に 減 少 す る こ とを認 め ，

ACTH と　Gonadotropinと の 問 に拮抗關係あ る．

こ とを確認 した．

　2）　」血清 中 Ch ．G は分娩後 1時間か ら 3時間 に

わ た つ て 再び上昇 し， 以後 5時間 目か ら著 明な減

少を示 す こ とを認 めた．

　稿 を絡 ろ に あ tlり
， 御指導御校閲 を賜 つ 六森山敏授及

び種 々 萄口功言 と筍11鞭撻 を頂 い ナこ4、池忠彡こ學士 に 岨・か らの

感説fを 捧 告アる．
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新 し い 精 子 の 生 死 判 定 法

横濱醫科大學産科娠 入 科 學 数 室 （虫 任　森 山豐 欷 授）

　　　　 近 　 藤 　　俊 　 朗

　我 々 が不妊症の 原因探求 に際 して は ， 精液檢査

は 是非行わ ねばな らぬ こ と で あ る． こ の 精液檢査

で 必 要 な こ とは ，粘稠度 ， pH ， 精子數 ，邂 動 の

有無 ， 澱粉樣蠱及 び 前立 腺小 體， 精子 の 形態異

常 ， 頸管粘液貫通 試驗 等で あ る． 更に 精子 の 活 力

判定法 と して は
，

メ チ レ ン プ ル ー晩色檢査 等有 る

が ， 精子 の 生死 を靦覺的 に剣定 す る方法は ， わ が

國 に於 て は 今迄發表 され て い な い ． こ の 精子 の 生
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¢

死9tiit法 と して は ，
1950 年 Luxenb・urg の Erik

Blom
， 米 國 の W ．　Winiams，　J．　Pal】ak が Bluish−

Eosin−Nigro3in染 色法 を發表 し，懇 95ユ年Arge且 一

tina の Burgas
，
　di　Paola は BIUish　Eosin 染色 ・

法 に よつ て 良威績 を得 た と發表 して い る．

　 こ れ らの 染色钁品は 我 が 國 で 入手で きな い の

で ，我 が 敏室 に 於 て は W ．aVilliams
， 及 び Erik

BIOm の 厚意 に よつ て ，　 Nigrosinの 分 與 を うけ，

追試 して み た と こ ろ ， 興味あ る結果 を得た の で ，

こ S に 二 の 大様 を ご 報告 す る．

　　・　　　　 1． 實驗方法

　脱 脂 された ス ラ イ ド上 に 被檢精液 を ユ滴取 り，

その 上 に 5 ％ 恥 sin 液 を 1滴瀰下攪拌 し， 更 に や

〜 多 い 1  95Nigrosin 液 （原液 ホ ル マ リ ン 液 を ts
＝ Ti−

grosin 粉末 ユ瓦 に っ き 0．Dsccを加 える）の 1滴を

夂滴下攪拌 し，　之の 過程 を 1分以 内 に 経 り，直 ち

に 薄 い 塗抹標本 を作 り， 火焔岡定 し ， 油浸 レ ン ズ

で 檢鏡 する．

　檢鏡結 果は 天然 色寫眞だ と は う き りす る が，寫

眞（1 ）の 如 く，褐青色の 背景 の 上 に
， 死 滅精子 は

寫　眞　（1 ）　　 Eosin−Nlgr．esin 染色

。
ノ

｛ 丶
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寫　　眞　（2 ）　　　Eesin−Stalnp　Ink　染色

Eosin に よ り朱紅 色 に染色 され ， 生存精子 は 染色

され な い で
， 自 く浮彫 りの よ うに 明瞭 に見 える ．

5    の 精子を數 えて 生 存精子 の 百分率 を出す。 叉

時問を追 つ て 死減精子 の 百分攀 を出す ．

　こ の Nigrosin は わ が國 に 無 い の で ， こ の代用

と して 私は Stamp　Ink を使 用 して 染色 して み た

と こ ろ寫眞（2 ）の 如 1，Nigr。sin と同樣 に 生 死 の

勤別 が 禺來た ． 勿論濃度 の高 い イ ン ク，粒子 の 均

等な墨 汗で も Nigrosin の 代用が 出來 る．

　こ の Nigrosin染 色 に よ る 精子生存度剣定 注 の

價値 に つ い て は ， 既 に W ．IVilliams及 び J．　Pa・

11akが次 の 理 由か らそ の 正 確 な こ とを 強 調 して い

る．

　 　 　 　 　 　 　 し　
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　1． Eosin・Nigrosin染 色 に よ る 生 存精子は ，

Neutrah℃ d に ょっ て 生體染色 され る．

　2． Ehelic耳の覗 野 を利用 して ， 運 動精子數 と

非活動性の 精子數 の 比率 が Eosin−Nigrosin染色 σ）

生 死 の 比 とほ ゴ 同率で あ る．

　3． Eosin一水溶液は 生 體細胞を染色 しな い ．

　4．　1 度火焔で 死滅 し た 薪鮮精子 を ，
Eosin−

Nig £ osin 染色す ると；全 部 Eosinで 染色 さ れ る ．

　　　　　　　　2． 實驗成績

　1． 不 妊夫，．2年 か ら7 年 間の 不妊夫 姉 に つ い
　 　 　 　 　 　 　 ら

て
， そ の 不 妊原困が 明 らか に 男子側 に あ る と思め

れ る者 ， 及 び精子 壌死症 と思わ れ る者 を除い た 15

例 に つ い て 實驗 した e 採取 方法 は 用手法 9例 ， コ

ン 5
“
　・一ム 法 6例 で ，Eosin−Nig’r　osin 染色 に ょ る 生

存精子牽 は 60％か ら90％ の間 に あ る．な お 精子採

取 に 際 し， コ ン ｝ご 一ム 法 ぽ 用手 法に 比 し， 明 らか

に低率 を示 して い る．

　 2． 對 照夫 ， 精子 撮取 5 時間後 に 檢査 した 33％

の 生存精子率 の ユ例 を除 い た 5 例 の ， 生存精子 の

割 合は ，
78か ら93％ で

， 不 妊夫 よ り高 率 で あ る．

　 3．　獨身者，　無選擇 的 に 獨身者 20 伍虫二 方奮け る

Eosin−Nigrosin染色に よ る 生存精子箪は 0 か ら94

％ の 間 に あ り，　コ ン ドー
ム 使用者多 く，主 に 檢査

時期 が眞夏の た め ， 生 存精子 の 割合は 低率 と な つ

た と 思わ れ る．

第 1 表　精 子 の Herman ・Scvanson　i里動労類 と

　　　　　 生死”nJBi！と の 關係
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　　Eosin−NigrOS血 染 色 に よ る 生 存構子 ％

△ 印 は 樹 照 夫　O 印 は 不 妊夫 　● 印 は 獨均者

　．第 1 表の 如 く ，
Eosi’n −Nigrosln 染色 に よ る 生 存

精予 の 割 合 と ，
Herman −Swanson の 遐 動分類 と

の 關係 は，大謹活動性 の 高 い 精子 に 於 て は ，Nig・

rosin 染色 の 生存精 子の 割合 も高 くな る が ， 表 の 如

くに ，非活動性 の精子 の 多い精液 で も， 生 存精子

が案外に 多い と云 う事 が明 らか に な つ て い る ．

　　　　　　　 3． 總括と考按

　 本法 は 採取方法 に よ b精 子の 生 存度 の 割 合 が租

違 する事． 邸ち コ ン ドーム 法 肱 低率を示 し，
コ ン

ドーム に附着 せ る タ ル ク の 種類や過多に よ b左右

され る ．　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　 精子 探取 直後か ら檢査 まで の 時間が長 び けば，

生 存精子 もそれ に 比 例 して 減 少 す る、

　精液量 に は あ ま り關係な く， 顯微鏡下 に 於 ける

精予 の 邏 動停止 時聞 と， 精子 の 生存度 の 割合 とは

ほ S 比例 す る．

　 pH は ＆ 0 前 後の と き に 生存精子牽は高 い ．現在

迄 の と こ ろ で は ， 形態異常及 び檢査 時の 室温 ， 澱粉

樣體 ， 前立 腺小醴 ， 赤 血球 ， 白血球 ，細菌等 と ，

Eosin−Nigrosin 染色に よるll薄子の 生 存率 と に は あ

まb關蓮性 を認めな い ．

4． 結 　　 び

　本法 は 他の 蓮動性 の 勃定法 よ りも簡罩且 つ 確實

で あ る の で ， 不妊症患者 の 特 に 男子 不妊症 の追求

に あた つ て の檢査法 と して 價値がある．叉 各種 の

避妊劑の 效 果判定 と して の 殺 精子力試驗 に 於て ，

本注 に よ る運動性の 停止 を もつ て 從來 の檢定法 よ

りも，本法 に よる Eosin・Nigrosin 染色 に よ る浮毒

子 の 生死 剣定法 の 方が迸妊劑 の 檢定法 と して 優秀

で ある ．
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